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中
央
幹
事
会
は
、
組
織
慶
弔

制
度
が
様
々
な
要
因
が
重
な
り

財
政
的
に
大
変
厳
し
い
連
協
・

支
部
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を

重
く
受
け
止
め
、
今
日
ま
で
中

央
幹
事
会
で
の
協
議
と
Ｊ
Ｐ
労

組
中
央
本
部
と
の
話
し
合
い
を

行
い
、
第
６
回
全
国
総
会
を
前

に
、
組
織
慶
弔
制
度
の
見
直
し

（
案
）
を
示
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
受
け
て
北
陸
退

職
者
の
会
は
北
陸
地
方
本
部
と

も
協
議
を
し
、
各
連
協
ご
と
に

支
部
役
員
も
対
象
と
し
た
連
協

拡
大
幹
事
会
を
開
催
し
、
今
日

的
状
況
と
中
央
幹
事
会
の
見
直

し
改
正
案
を
説
明
し
意
見
を
聞

き
全
国
総
会
前
の
中
央
幹
事
会

に
意
見
反
映
さ
せ
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

２
月
15
日
の
富
山
連
協
拡
大

幹
事
会
、
同
20
日
の
福
井
連
協

拡
大
幹
事
会
は
予
定
通
り
開
催

で
き
ま
し
た
が
、
同
29
日
開
催

予
定
の
石
川
連
協
拡
大
幹
事
会

並
び
に
３
月
５
日
開
催
予
定
の

北
陸
地
方
幹
事
会
に
つ
い
て
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
問

題
で
中
止
を
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

石
川
連
協
台
の
意
見
を
反
映

す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
後
の
感
染
問
題
の
推

移
を
見
極
め
つ
つ
、
第
６
回
全

国
大
会
ま
で
に
は
石
川
連
協
拡

大
幹
事
会
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。

　

本
会
報
は
、
退
職
者
の
会
組

織
慶
弔
制
度
の
現
状
と
中
央

幹
事
会
の
見
直
し
案
並
び
に
富

山
・
福
井
連
協
拡
大
幹
事
会
模

様
を
特
集
と
し
て
掲
載
し
ま
す
。

組
織
慶
弔
制
度
の
見
直
し

　
中
央
、
組
織
慶
弔
制
度
の
見
直
し（
案
）を
示
す

　
　
北
陸
退
職
者
の
会
は
連
協
拡
大
幹
事
会
で
説
明
・
議
論 

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」に

負
け
る
な

 

手
洗
い
、
う
が
い
の
励
行
を
守
ろ
う



第25号2020年４月１日 ＪＰ労組北陸退職者の会会報

－ 2－

　

退
職
者
の
会
の
現
行
「
組
織

慶
弔
制
度
」
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

（
１
）
組
織
慶
弔
費
５
０
０
円

　

（
２
）
組
織
慶
弔
の
内
容

ア
、
お
祝
い
お
よ
び
弔
慰
金
を

Ｊ
Ｐ
労
組
退
職
者
の
会
（
連
協

ま
た
は
支
部
）
よ
り
支
出
す
る
。

イ
、
喜
寿
祝
い
５
，
０
０
０
円
、

米
寿
祝
い
５
，
０
０
０
円
、
本

人
死
亡
５
，
０
０
０
円

　

（
１
）
第
２
回
全
国
総
会
か

ら
、
組
織
慶
弔
制
度
の
維
持
お

よ
び
収
支
バ
ラ
ン
ス
に
関
す
る

問
題
提
起
が
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

（
２
）
第
４
回
全
国
総
会
で

中
央
幹
事
会
は
、
組
織
慶
弔
制

度
に
対
し
、

ア
、
組
織
を
結
成
し
て
10
年
間

は
こ
の
現
状
を
維
持
し
て
い
く

と
の
考
え
で
き
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
後
の
６
年
間
も
現
行
の
組

織
慶
弔
制
度
を
維
持
し
て
い

く
。

イ
、
組
織
設
立
以
降
４
年
間
の

組
織
慶
弔
制
度
に
は
、
様
々
な

要
因
が
重
な
り
財
政
的
に
大
変

厳
し
い
連
協
・
支
部
が
存
在
し

て
い
る
こ
と
を
重
く
受
け
止

め
、
Ｊ
Ｐ
労
組
中
央
本
部
と
話

し
合
っ
て
き
た
。
今
後
も
継
続

し
て
話
し
合
う
。

―
―
と
の
基
本
的
な
考
え
方
を

示
し
た
。

　

そ
し
て
、
残
り
６
年
間
、
現

行
の
組
織
慶
弔
制
度
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
、

ア
、
２
０
２
０
年
４
月
よ
り
地

方
一
元
的
経
理
と
す
る
。

イ
、
組
織
慶
弔
費
か
ら
支
出
す

る
金
額
は
、
喜
寿
５
，
０
０
０

円
、
米
寿
５
，
０
０
０
円
、
死

亡
５
，
０
０
０
円
の
み
と
し
、

支
払
等
に
係
る
諸
経
費
は
支
部

ま
た
は
連
協
退
職
者
の
会
活
動

費
よ
り
支
出
す
る
。

ウ
、
地
方
一
元
化
経
理
の
処
理

の
時
期
に
つ
い
て
は
、
年
度
末

決
算
を
受
け
た
以
降
速
や
か
に

行
う
。

エ
、
今
後
、
地
方
一
元
的
経
理

で
運
営
し
て
い
く
課
程
で
想
定

さ
れ
る
諸
課
題
等
に
つ
い
て
は

Ｊ
Ｐ
労
組
中
央
本
部
と
話
し
合

い
を
行
い
、
第
５
回
全
国
総
会

に
報
告
出
来
る
も
の
に
つ
い
て

は
中
間
報
告
す
る
。

―
―
と
の
見
解
を
述
べ
た
。

　

併
せ
て
、
第
４
回
全
国
総
会

で
は
、
会
長
見
解
と
し
て

　

２
０
１
９
年
10
月
３
日
に
開

催
の
第
５
回
全
国
総
会
で
は
、

第
４
回
全
国
総
会
の
議
論
経
過

を
踏
ま
え
た
多
く
の
意
見
が
出

さ
れ
、
中
央
幹
事
会
は
会
長
答

弁
の
形
で
次
の
と
お
り
集
約
し

た
。

　

（
１
）
組
織
慶
弔
の
収
支
に

関
す
る
「
地
方
一
元
的
管
理
」

に
つ
い
て
は
、
ア
、
慶
弔
制
度

の
収
支
数
理
的
安
定
は
制
度
の

根
幹
で
あ
り
、
収
支
は
地
方
本

部
一
元
的
経
理
を
原
則
と
す
る
。

（
３
頁
に
続
く
）

ア
、
組
織
慶
弔
制
度
は
退
職
者

の
会
の
活
動
の
基
本
的
な
礎
で

あ
り
、
今
後
も
継
続
・
維
持
し

充
実
さ
せ
て
い
く
。

イ
、
こ
の
制
度
に
対
す
る
会
員

の
期
待
・
信
頼
に
応
え
る
こ
と

は
組
織
的
な
責
務
で
あ
り
、
制

度
発
足
か
ら
10
年
間
、
こ
の
制

度
は
現
行
制
度
で
運
用
す
る
。

ウ
、
こ
の
制
度
に
関
す
る
数
値

的
安
定
を
確
立
さ
せ
る
。

―
―

こ

と

を

披

瀝

し
、

２
０
２
０
年
４
月
か
ら
「
地
方

一
元
的
経
理
」
を
行
い
、
中
央

段
階
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て

検
討
し
、
基
本
組
織
で
あ
る
Ｊ

Ｐ
労
組
中
央
本
部
と
解
決
に
向

け
て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し

た
。

１ 

現
行
の
組
織
慶
弔
制
度

３

 

第
５
回
全
国
総
会
集
約

２ 

組
織
慶
弔
制
度
に
関
す
る
見
直
し
議
論
経
過
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（
２
頁
か
ら
続
く
）

イ
、
５
年
ご
と
に
数
理
検
討
を

行
い
、
見
直
し
の
必
要
性
が
生

じ
た
場
合
は
、
次
の
５
年
後
の

地
方
総
会
ま
で
に
見
直
す
。

ウ
、
地
方
退
職
者
の
会
に
「
慶

弔
制
度
安
定
会
計
（
案
）
」
を

設
け
、
地
方
本
部
内
の
収
支
バ

ラ
ン
ス
を
は
か
る
。

エ
、
地
方
幹
事
会
は
地
方
ご
と

の
収
支
状
況
報
告
書
を
作
成

し
、
Ｊ
Ｐ
労
組
地
方
本
部
会
計

監
査
の
監
査
を
受
け
、
そ
の
結

果
を
地
方
総
会
に
報
告
す
る
。

―
―
と
し
た
。

　

（
２
）
組
織
慶
弔
制
度
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
、

ア
、
第
４
回
全
国
総
会
会
長
見

解
に
基
づ
き
見
直
し
を
検
討

し
、
次
期
第
６
回
全
国
総
会
で

決
定
す
る
。

イ
、
見
直
し
の
基
本
と
し
て
は
、

こ
の
制
度
は
退
職
者
の
会
の
基

本
活
動
と
し
て
取
り
組
む
こ
と

を
確
認
す
る
。

ウ
、
こ
の
制
度
は
、
会
員
の
会

費
収
入
を
基
礎
と
し
て
収
支
の

安
定
化
を
は
か
る
。

エ
、
制
度
の
名
称
を
含
め
運
営

の
簡
素
化
等
を
検
討
す
る
。

―
―
と
し
た
。

　

（
１
）
会
員
の
生
年
月
日
と

死
亡
率
を
基
に
し
た
数
理
的
検

討
で
は
、
退
職
者
の
会
会
員
の

減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い

現
実
と
そ
の
こ
と
に
比
例
す
る

高
齢
化
と
言
う
現
実
も
視
野
に

入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
、
併
せ
て
65
歳
定
年
延
長
問

題
も
無
視
出
来
な
い
現
実
で
あ

る
こ
と
、
等
も
今
後
の
見
通
し

を
考
え
る
に
切
実
な
課
題
で
あ

る
。

　

（
２
）
一
方
、
会
費
徴
収
を

自
払
い
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
１
件
25
円
が
54
円
に
な
る

こ
と
で
、
財
政
的
に
大
き
な
負

担
と
な
る
こ
と
も
無
視
出
来
な

い
。

　

（
３
）
現
状
の
ま
ま
だ
と
、

全
国
で
10
連
協
を
超
す
赤
字
連

協
と
な
る
。
ま
た
、
地
本
一
元

的
経
理
と
し
て
も
地
方
本
部
全

体
と
し
て
の
維
持
が
困
難
と
な

る
地
方
が
あ
る
。

　

（
４
）
ま
た
、
２
０
２
５
年

問
題
と
し
て
「
団
塊
の
世
代
の

喜
寿
」
の
支
払
が
発
生
す
る
。

２
０
２
５
年
か
ら
３
か
ら
４
年

程
度
は
い
っ
そ
う
厳
し
い
時
期

が
到
来
す
る
。

　

（
５
）
北
陸
地
方
に
お
い
て

も
今
日
ま
で
に
「
単
年
度
赤
字
」

と
言
う
連
協
が
あ
り
、
今
後
の

見
通
し
で
も
「
単
年
度
赤
字
」

が
想
定
さ
れ
る
。

　

（
６
）
会
費
の
値
上
げ
は
会

員
に
受
入
れ
が
難
し
い
が
、
連

協
経
費
か
ら
１
０
０
円
を
廻
せ

ば
ど
う
に
か
な
る
の
で
は
、
と

の
意
見
も
あ
る
が
、
連
協
活
動

に
影
響
す
る
。

　

（
７
）
中
央
幹
事
会
と
し
て

の
節
約
（
つ
な
ぐ
心
の
発
行
を

辞
め
る
等
）
で
補
え
な
い
か
、

と
の
意
見
も
あ
る
が
、
全
国
一

律
の
情
報
提
供
に
い
っ
そ
う
努

め
て
行
く
こ
と
が
責
務
で
あ

る
。

―
―
な
ど
、
現
状
の
分
析
と
議

論
を
重
ね
た
結
果
、
別
記
の
内

容
で
中
央
幹
事
会
と
し
て
の

「
組
織
慶
弔
制
度
の
見
直
し

（
案
）
」を
取
り
ま
と
め
示
し
た
。

　

中
央
幹
事
会
は
、
組
織
慶
弔

制
度
が
ス
タ
ー
ト
当
初
か
ら
数

理
的
に
も
制
度
の
維
持
・
継
続

に
つ
い
て
危
惧
さ
れ
た
た
め
解

決
に
向
け
て
取
り
組
み
、
今
日

ま
で
中
央
本
部
と
解
決
に
向
け

て
協
議
し
、
見
直
し
案
を
示
し

ま
し
た
。

　

（
１
）
慶
弔
制
度
は
、

喜
寿
５
，
０
０
０
円
、

死
亡
５
，
０
０
０
円
と
す
る
。

　

（
２
）
米
寿
は
、
新
た
に
「
長

寿
敬
老
祝
い
（
仮
称
）
」
を
創

設
し
、
五
千
円
相
当
の
慶
事
カ

タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
を
送
る
。な
お
、

こ
の
経
費
は
Ｊ
Ｐ
労
組
中
央
本

部
の
退
職
者
の
会
活
動
の
機
関

紙
経
費
予
算
を
振
替
・
充
当
す

る
。

　

（
３
）
組
織
慶
弔
制
度
の

安
定
的
な
制
度
と
す
る
た
め

に
「
組
織
慶
弔
制
度
安
定
会

計
（
仮
称
）
」
を
会
員
一
人
当

り
１
０
０
円
の
値
上
げ
原
資
を

も
っ
て
設
け
る
。

　

（
４
）
５
年
ご
と
に
地
方
退

職
者
の
会
内
に
お
け
る
組
織
慶

弔
収
支
状
況
の
数
理
等
を
検
討

す
る
。

４

 

２
０
１
９
年
度
第
１
回
中
央
幹
事
会
議
論
経
過

５

 

中
央
幹
事
会
が
示
し
た
見
直
し
案
の
概
要
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（
１
）
北
陸
地
方
幹
事
会

北
陸
地
方
幹
事
会
は
、
１
月
11

日
（
土
）
の
第
１
回
幹
事
会
で
、

組
織
慶
弔
制
度
の
見
直
し
に
関

す
る
協
議
を
行
い
、
次
の
方
向

で
扱
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ア　

２
月
中
に
各
連
協
拡
大
幹

事
会
を
開
催
し
、
改
正
案
を
説

明
し
意
見
を
聞
く
。

イ　

３
月
５
日
に
地
方
幹
事
会

を
開
催
し
、
北
陸
全
体
の
意
見

を
集
約
す
る
。

ウ　

会
員
へ
の
丁
寧
な
説
明
が

必
要
な
こ
と
か
ら
、
４
月
１
日
、

７
月
１
日
、
お
よ
び
10
月
１
日

発
行
予
定
の
地
方
会
報
で
今
日

的
状
況
と
改
正
案
の
説
明
、
中

央
幹
事
会
議
案
内
容
の
説
明
お

よ
び
全
国
総
会
決
定
内
容
の
周

知
と
理
解
を
求
め
る
内
容
と
し

ま
す
。

　

（
２
）
富
山
連
協
拡
大
幹
事
会

ア　

富
山
連
協
は
、
２
月
15
日

（
土
）、
支
部
役
員
を
含
む
拡
大

幹
事
会
を
開
催
し
、
組
織
慶
弔

制
度
の
今
日
的
現
況
と
見
直
し

案
の
説
明
を
行
い
、
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

イ　

主
な
意
見
は
次
の
と
お

り
。

◎
会
費
値
上
げ
を
避
け
る
方

法
、
例
え
ば
、
喜
寿
祝
い
金
の

引
下
げ
な
ど
。

◎
値
上
げ
に
つ
い
て
、
会
員
の

受
け
止
め
方
は
色
々
だ
が
、
意

識
の
薄
い
会
員
は
脱
会
す
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
丁
寧
に
扱
っ

て
ほ
し
い
。

◎
制
度
の
安
定
化
を
図
る
た
め

に
は
仕
方
な
い
が
、
５
年
ご
と

の
見
直
し
に
「
１
０
０
円
徴
収

中
止
」
も
い
れ
る
べ
き
だ
。

◎
カ
タ
ロ
グ
商
品
の
利
用
が
多

い
今
日
、
あ
り
が
た
み
が
無
い
。

や
は
り
現
金
が
良
い
。

◎
喜
寿
も
商
品
に
し
て
、
会
費

の
値
上
げ
は
避
け
て
欲
し
い
。

◎
機
関
紙
の
役
目
は
、
地
方
及

び
連
協
退
職
者
の
会
に
委
ね
る

べ
き
だ
。

◎
中
央
機
関
紙
の
発
送
は
地
方

又
は
連
協
又
は
支
部
に
委
ね

て
、
そ
の
経
費
の
節
約
を
す
べ

き
だ
。

◎
「
組
織
慶
弔
制
度
安
定
会
計
」

の
た
め
の
１
０
０
円
の
徴
収
は

10
年
間
で
打
ち
切
る
べ
き
。

◎
現
役
の
方
々
に
お
願
い
し
、

「
生
涯
組
合
員
制
度
」
の
創
設

を
検
討
し
、
全
員
が
「
死
ぬ
ま

で
Ｊ
Ｐ
労
組
」
と
な
る
よ
う
に

し
て
欲
し
い
。

　

（
３
）
福
井
連
協
拡
大
幹
事
会

ア　

福
井
連
協
は
、
２
月
20
日

（
木
）、
支
部
役
員
を
含
む
拡
大

幹
事
会
を
開
催
し
、
組
織
慶
弔

制
度
の
今
日
的
現
況
と
見
直
し

案
の
説
明
を
行
い
、
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

イ　

主
な
意
見
は
次
の
と
お
り

◎
福
井
連
協
は
会
員
の
拡
大
で

現
行
制
度
の
維
持
に
努
め
、
成

果
を
上
げ
て
き
た
。
今
後
の
会

員
拡
大
に
向
け
た
中
央
幹
事
会

の
意
気
込
み
を
示
す
べ
き
だ
。

ま
た
、
「
現
退
一
体
」
の
実
践

に
向
け
た
中
央
執
行
委
員
会
と

の
協
議
と
双
方
に
よ
る
下
部
指

導
の
徹
底
を
す
べ
き
だ
。

◎
今
回
は
組
織
慶
弔
制
度
維
持

の
た
め
の
会
費
の
値
上
げ
を
提

案
し
て
い
る
が
、
今
後
、
一
般

会
計
で
も
安
易
に
会
費
値
上
げ

と
言
う
懸
念
が
あ
る
。

◎
会
費
の
値
上
げ
に
よ
る
「
安

定
会
計
」
は
将
来
に
わ
た
っ
て

地
方
管
理
を
補
償
す
べ
き
で
あ

る
。
近
い
将
来
に
「
本
部
吸
い

上
げ
」
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
の
心
配
が
あ
る
。

◎
改
正
後
の
組
織
慶
弔
制
度
が

危
機
を
脱
し
た
場
合
、
「
安
定

会
計
」
の
管
理
・
会
費
徴
収
な

ど
は
地
方
退
職
者
の
会
判
断
と

す
べ
き
。

◎
会
費
の
値
上
げ
に
関
す
る
会

員
へ
の
周
知
と
納
得
を
得
る
活

動
は
、
中
央
幹
事
会
が
積
極
的

に
機
能
発
揮
す
べ
き
。

◎
組
織
慶
弔
会
計
を
こ
の
４
月

か
ら
「
地
方
一
元
的
経
理
」
と

す
る
が
、
あ
く
ま
で
も
連
協
別

に
運
用
・
管
理
、
損
益
対
策
な

ど
連
協
退
職
者
の
会
が
責
任
を

持
つ
べ
き
。

◎
長
寿
敬
老
祝
い
品
の
送
付
に

あ
た
っ
て
は
、
連
協
の
会
長
名

と
か
支
部
の
会
長
名
の
方
が
親

密
感
が
持
て
、
連
帯
強
化
に
繋

が
る
。
ま
た
、
今
日
ま
で
組
織

の
連
帯
強
化
の
面
か
ら
「
慶
弔

金
は
手
渡
し
」
を
原
則
と
し
て

き
た
の
で
、
長
寿
敬
老
祝
い
品

に
つ
い
て
も
連
協
退
職
者
の
会

が
扱
う
こ
と
と
し
て
欲
し
い
。

◎
中
央
会
報
「
つ
な
ぐ
心
」
は

会
員
か
ら
は
評
判
が
悪
い
の
で

廃
止
す
べ
き
。

　

（
４
）
石
川
連
協
拡
大
幹
事

会
お
よ
び
第
２
回
北
陸
地
方
幹

事
会

　

石
川
連
協
は
拡
大
幹
事
会
の

開
催
を
２
月
29
日
に
、
北
陸
地

方
幹
事
会
は
第
２
回
幹
事
会
の

開
催
を
を
３
月
５
日
に
そ
れ
ぞ

れ
予
定
す
る
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
で
中
止
と

し
ま
し
た
。

　

石
川
連
協
は
、
新
型
ウ
イ
ル

ス
感
染
問
題
の
推
移
を
見
極
め

つ
つ
、
５
月
中
下
旬
に
も
説
明

会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
北
陸
地
方
幹
事
会
は

当
初
計
画
の
６
月
開
催
の
地
方

幹
事
会
で
各
連
協
の
開
催
状
況

を
報
告
し
、
地
方
と
し
て
の
意

見
集
約
を
は
か
り
ま
す
。

６
 

北
陸
地
方
台
の
議
論
経
過

● 

会
費
の
値
上
げ
は
致
し
方
な
い

● 

会
員
へ
丁
寧
な
対
応
を

● 

期
限
を
切
る
な
ど
の
措
置
を

● 
中
央
幹
事
会
の
機
能
発
揮
を


